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彰

市
　
感
　
謝
　
状

　
平
成
12
年
に
寒
河
江
市
西
村
山

郡
医
師
会
理
事
に
選
任
さ
れ
、
以

降
、
平
成
22
年
か
ら
医
師
会
副
会

長
、
さ
ら
に
平
成
30
年
か
ら
令
和

４
年
６
月
ま
で
の
４
年
間
は
、
同

医
師
会
長
の
ほ
か
寒
河
江
市
西
村

山
郡
訪
問
看
護
事
業
団
理
事
長
、

山
形
県
成
人
病
検
査
セ
ン
タ
ー
理

事
長
な
ど
の
重
責
を
果
た
し
、
地

域
の
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
、
市
政
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
２
月
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
市
に
１
千
万
円
を
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
３
月

の
市
議
会
定
例
会
で
「
つ
の
だ
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
基

金
条
例
」
が
可
決
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
活
動
の
盛
ん
な
ま
ち
づ

く
り
に
基
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
さ
れ
、
市
政
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

折居　和夫さん
（保健衛生・落衣前)

有川　洋一さん
（日田）

故・オグル・フセインさん
（トルコ共和国ニジプ市出身）

齋藤　晃一さん
（西根）

角田商事株式会社
（角田祐一郎代表取締役社長・越井坂町)

　式中で佐藤市長は「これまでの長年にわたるご尽力に心から感謝いたしますとともに、そ
のご功績に対し深く敬意を表します。さらなる本市発展のために、今後ともよろしくお願い
いたします」と式辞を述べました。また、折居和夫さんと角田商事株式会社の角田祐一郎代
表取締役社長から受賞者謝辞がありました。

　本市の振興発展に寄与し、まちづくりに功労のあった方を表彰する市表彰式が11月２日、
ホテルシンフォニーで行われました。今年は市表彰を折居和夫さん、角田商事株式会社が受
賞されました。また、有川洋一さん、故・オグル・フセインさん、齋藤晃一さんの３人に、
市感謝状が授与されました。

を た た え て長年のご功績

受賞者謝辞を述べる折居和夫さん（右）と、角田祐一
郎代表取締役社長（左）

　
平
成
23
年
か
ら
東
部
地
区
公
民
館
日

田
分
館
館
長
と
し
て
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
精
励
さ
れ
、
そ
の
間
、
平
成
29
年

か
ら
寒
河
江
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
会

長
と
し
て
６
年
間
務
め
ら
れ
、
市
内
60

余
り
の
公
民
館
連
携
や
活
動
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
を
通

し
て
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
市
政
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
か
ら
道
の
駅
寒
河
江
チ
ェ

リ
ー
ラ
ン
ド
ト
ル
コ
館
館
長
と
し
て
30

年
の
長
き
に
わ
た
り
観
光
振
興
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
ギ
レ
ス
ン

市
と
の
交
流
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
、

ト
ル
コ
文
化
の
発
信
に
よ
り
、
本
市
の

国
際
交
流
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
、
市
政

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
か
ら
さ
が
え
西
村
山
農
業

協
同
組
合
役
員
と
し
て
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
農
業
の
振
興
と
興
隆
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
29
年

か
ら
代
表
理
事
専
務
と
し
て
５
年
間
務

め
ら
れ
、
将
来
を
見
据
え
た
農
業
の
発

展
と
地
域
に
根
差
し
た
農
業
協
同
組
合

経
営
の
実
現
に
寄
与
さ
れ
、
市
政
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し

技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
に
努
め
、

そ
の
職
種
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
市
技
能
者
表
彰
式
」
が

11
月
４
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
就
業
し
て
い
る
技
能
者
の
う
ち
、
同

一
業
種
に
30
年
以
上
従
事
し
て
お
り
、

他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

等
が
対
象
で
、
本
年
度
は
５
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
市
長
は
「
皆
さ
ま
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
十
分
技
能
を
発
揮
さ
れ
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
技
能
者

全
体
の
地
位
の
向
上
、
ひ
い
て
は
寒
河

江
市
の
経
済
・
産
業
の
振
興
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
契

機
と
し
て
さ
ら
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
の
後
に
続
く
若
い
技
能
者
の
方

々
の
目
標
、
励
み
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
後

継
者
の
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
模

範
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
中
澤
順
子
さ
ん

が
「
私
た
ち
は
職
業
人
と
し
て
、
現
状

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

業
界
の
発
展
と
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
目
標
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
今
回
受
賞
で
き
た

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
今
回
の
表
彰
を
励

み
に
、
今
後
も
一
人
一
人

が
技
能
を
研
さ
ん
し
業
界

の
発
展
に
精
進
す
る
と
共

に
、
後
進
の
指
導
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
活
躍
さ
れ
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
元
気
発
信
に
大
き
く
貢
献

し
た
市
民
ま
た
は
市
内
の
団
体
・
企
業

を
表
彰
す
る
「
さ
が
え
元
気
づ
く
り
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２
０
２
１
」
の
表
彰
式
が
、

10
月
28
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
振
興
部
門

　
全
国
か
ら
投
句
さ
れ
る
大
会
の
実
施

や
著
名
人
の
講
演
会
開
催
等
を
行
う
と

と
も
に
、
新
た
に
市
内
小
中
学
校
で
の

俳
句
教
室
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
活
力
部
門

　
市
内
生
産
者
や
近
隣
高
校
の
生
徒
と

協
働
し
、
地
域
伝
統
野
菜
・
子
姫
芋
の

レ
シ
ピ
開
発
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ

イ
ト
）
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
活
力
部
門

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
防
止
対
策
を
親

し
み
や
す
く
伝
え
る
絵
本
を
制
作
し
、

市
内
年
長
園
児
お
よ
び
小
学
１
年
生
に

寄
贈
。
広
く
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 さ

が
え
元
気
づ
く
り
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
表
彰

地
域
貢
献
部
門

　
平
成
９
年
の
設
立
以
来
、
国
道
112
号

沿
線
の
清
掃
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
を
実

施
さ
れ
、
25
回
目
を
迎
え
た
令
和
３
年

の
活
動
が
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
部
門

　
谷
沢
町
会
の
住
民
を
中
心
に
令
和
元

年
に
設
立
し
、
市
地
域
づ
く
り
応
援
事

業
を
活
用
し
て
地
域
の
歴
史
の
調
査
収

集
や
会
報
誌
の
発
行
な
ど
を
さ
れ
、
地

域
歴
史
文
化
を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
事

業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

寒
河
江
市
商
工
会
青
年
部

さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
さ
が
え

　
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

寒
河
江
「
小
さ
な
親
切
」
の
会

谷
沢
の
歴
史
を
語
る
会

本格的
な冬に備えよう

特集

●相談内容／市道・私道除雪の問い合わせ、市内の雪下ろし業者等の紹介、福祉サービスの案内など
●受付／月～金曜日（祝日、年末年始を除く）の午前８時30分～午後５時15分

☎８７ー７０００

雪の総合窓口
（市建設管理課内）

　　12月に入り、厳しい寒さが続く時季となりました。　
　　雪が本格的に降る季節になり、排雪場所の指定や、　
　一斉除雪など雪に関連した取り組みが始まります。　　
　　毎年、屋根の雪下ろし中等の事故が発生しています。
　安全に気を付け、冬を過ごしましょう。
　　雪に関するお問い合わせは、雪の総合窓口にご連絡　
　ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

渋谷武夫(繊維製品製造業)、鈴木和幸（建設業)、
山口アヤ子（理容業)、中澤順子（繊維製品製造業)
田中一夫（建設業)　� ［敬称略]

受　賞　者

、
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市
で
は
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
・

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
除
雪

協
力
会
と
協
力
し
て
、
効
果
的
な
除
雪

作
業
を
実
施
し
ま
す
。
除
雪
計
画
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

早
朝
一
斉
除
雪

　
原
則
、
午
前
３
時
30
分
を
除
雪
判
断

基
準
時
刻
と
し
、
前
日
の
午
後
５
時
以

降
、
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
実
施
し

ま
す
。
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
市
全
体
を
11

に
分
け
た
各
地
区
に
お
い
て
、
除
雪
判

断
基
準
時
刻
ま
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
降
雪
が
あ
れ
ば
、
各
地
区
の

判
断
で
自
主
的
に
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　
通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
等
を
考
慮
し

て
実
施
し
ま
す
が
、
積
雪
の
状
況
や
除

雪
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間
帯
に
差
異
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
中
の
一
斉
除
雪

　
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

日
中
に
著
し
い
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
や

気
温
上
昇
に
よ
り
圧
雪
が
緩
ん
だ
場
合

な
ど
、
車
両
の
通
行
が
危
険
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
の
み
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
他
の
場
合
は
、
歩
行
者
等
と
の

接
触
事
故
の
危
険
性
や
除
雪
作
業
の
長

時
間
化
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
発

生
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
日
中
の
一

斉
除
雪
は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
複
数
戸
の
利
用
な
ど
公
共
性
の
高
い

私
道
の
場
合
、
町
会
長
を
通
じ
た
事
前

申
請
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
除
雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
は
、

市
道
の
早
朝
一
斉
除
雪
実
施
日
の
午
前

９
時
以
降
に
、
順
次
行
い
ま
す
。
除
雪

が
必
要
な
場
合
は
、
当
日
の
午
前
７
時

～
９
時
に
、
市
建
設
管
理
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

除
雪
私
道
の
登
録

　
私
道
の
除
雪
を
要
望
す
る
場
合
、
町

会
長
を
通
じ
て
の
事
前
申
請
に
よ
る
登

録
が
必
要
で
す
。
登
録
に
は
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
の
前
に
市
建
設
管

理
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

昨
シ
ー
ズ
ン
に
市
が
除
雪
を
行
っ
た
私

道
の
場
合
、
実
施
内
容
に
変
更
が
な
け

れ
ば
、
申
請
は
不
要
で
す
。

　
早
朝
や
日
中
の
一
斉
除
雪
を
行
っ
て

い
る
車
両
に
つ
い
て
、
現
在
位
置
や
除

雪
し
た
軌
跡
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
道
路
の
除
雪
作
業
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
行
い
ま
す
が
、
作
業
に
伴
う
も

の
と
思
わ
れ
る
塀
や
縁
石
な
ど
工
作
物

等
の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
早
急

に
、
発
見
し
た
道
路
の
管
理
者
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
道
・
県
道
と
市
道
と
で
は
管
理
者

が
異
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
道
路
を

確
認
の
上
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

国
道
112
号
／
国
土
交
通
省
寒
河
江
国

道
維
持
出
張
所
☎(

８
４)
３
１
９
１
へ
。

●�

国
道
287
号
・
458
号
、
県
道
／
県
村
山

総
合
支
庁
建
設
部
西
村
山
道
路
計
画

課
維
持
管
理
担
当
☎(

８
６)

８
４
０

４
へ
。

●�

市
道
、
私
道
／
市
建
設
管
理
課
管
理

係
☎(

８
５)

１
６
４
３
へ
。

市
道
の
除
雪
体
制

私
道
の
除
雪
体
制

除
雪
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

破
損
を
見
つ
け
た
ら
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に
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除
雪
を
目
指
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

雪押し場の確保にご協力ください
　スムーズな除雪作業、道路幅員確保のため、雪押し場
の確保が重要です。冬期間使用していない空き地や農地
等を、道路除雪の雪押し場としてご協力をお願いする場
合があります。

路上駐車・障害物をなくす
　道路への車両の放置や庭木等のはみ出しがあると、除
雪作業ができません。路上駐車をなくし、庭木のせん定
や障害物の撤去をお願いします。

除雪車に近寄らない
　危険ですので、作業中の除雪車や除雪作業員へは、近
寄らないでください。除雪車の追い越しも、大変危険で
す。余裕を持った運転、通行を心掛けていただくようお
願いします。

寄せられた雪の処理
　除雪により皆さんの間口や車庫などの前に雪が寄せら
れる場合があります。寄せられた雪は、市指定の排雪場
所に運ぶなどし、皆さんで処理するようご協力をお願い
します。

　スムーズな除雪作業の実施には、皆さんのご協力が必要
です。道路への車両の放置や庭木等のはみ出しがあったり、
屋根や宅地内の雪が道路に出されていたりすると除雪作業
ができませんので、ご協力をお願いします。

除雪作業にご協力ください

　町会やＰＴＡ等がダンプトラックなどの運搬
車両を準備して自主的に除排雪を行う場合、運
搬車両の借り受け費用や燃料費への補助を行い
ます。自主的な除排雪を平日に行う場合は、市
道除雪業務に余裕がある場合に限り、市が所有
するロータリー除雪車等の派遣も行います。い
ずれも、町会長等を通じて、事前に市建設管理
課へ申請してください。
●補助額／１回当たり上限12万円
●�補助回数／１シーズン３回（市豪雪対策本部

が設けられた場合は４回）
●問合せ／雪の総合窓口（市建設管理課内）
　☎87-7000へ。

地域の除排雪を支援
　混み合いますので、依頼を考える場合は時間に余裕を持
って連絡するようにしましょう。依頼する場合には、事前
に見積もりを取り、しっかり話し合いをした上で依頼しま
しょう。
市建設クラブ
●住所／寒河江市大字西根字上川原259-3
●問合せ／午前９時～午後５時に☎85-2008へ。
県鳶（とび）工業連合会村山地区（大沼工業株式会社内）
●住所／寒河江市中央工業団地176-10
●問合せ／午前９時～午後５時に☎84-2463へ。

市内の雪下ろし業者等

　自力で雪下ろしや敷地内通路の除雪を行うことが
困難な高齢者等が、業者等（親族を除く）に除雪作
業を依頼した場合に、支払った費用の一部を助成し
ます。
●�対象／市民税所得割額が非課税世帯で、次の①～

③のいずれかに該当する方（生活保護受給世帯は
非該当)。①65歳以上の高齢者のみの世帯、②障が
い者のみの世帯、③障がい者と65歳以上の高齢者
のみの世帯

●�支給額／申請１回につき上限１万２千円（今冬２
回まで）

●�申込／令和５年３月17日㈮まで市高齢者支援課介
護福祉係☎85-0777へ。

高齢者のみ世帯等へ除雪費を助成
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屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
や
自
宅
周
り
の

除
雪
中
な
ど
、
除
雪
作
業
に
伴
う
事
故

が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
、
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
体
の
調
子
を
考
え
た

上
で
、
服
装
や
装
備
を
整
え
、
周
囲
に

配
慮
し
て
安
全
に
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
６
割
は
雪
下
ろ
し
中
に
発
生

　
雪
に
よ
る
事
故
被
害
の
原
因
で
最
も

多
い
の
は
、
自
宅
な
ど
建
物
の
雪
下
ろ

し
中
に
起
き
る
も
の
で
、
全
体
の
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者

が
被
害
に
遭
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
雪
下
ろ
し
を
す
る
際
の
８
つ
の

注
意
点
を
確
認
・
実
践
し
て
か
ら
作
業

し
ま
し
ょ
う
。

東
北
で
最
多
、
除
雪
機
使
用
中
の
事
故

　
平
成
23
年
以
降
に
お
け
る
除
雪
機
使

用
中
の
事
故
は
、
山
形
県
が
東
北
地
方

で
最
多
で
す
。
周
囲
の
人
が
巻
き
込
ま

れ
て
骨
折
し
た
り
、
作
動
さ
せ
た
ま
ま

詰
ま
っ
た
雪
を
取
ろ
う
と
し
て
操
作
者

自
身
が
被
災
し
た
り
す
る
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。
作
業
中
は
人
を
近
づ
か
せ

ず
、
機
械
か
ら
離
れ
る
場
合
な
ど
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
下
ろ
し
・
除
雪
作
業
は｢

安
全
第
一｣

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

注
意
！ 
除
雪
中
の
事
故

　雪下ろしは重労働です。準備運動で体を温める、
小まめに休憩を取るなど体調を管理しながら、無
理のないように行いましょう。

体調管理は万全に

指定排雪場所

雪は指定の排雪場所へ
　市では、排雪場所として八鍬、西根、南部の３カ所を
指定しています。指定された場所以外への排雪はご遠慮
いただき、適切に処理くださるようお願いします。
道路に雪を出さない
　雪を道路に出すと交通障害の原因となります。市が行
う一斉除雪作業の妨げにもなりますので、道路に雪を出
さないようにしてください。
水路・河川に雪を捨てない
　水路等への雪捨てにより、詰まりや道路・宅地の冠水
が毎年発生しています。多くの方に迷惑が掛かりますの
で行わないでください。

　排雪場所では、設置された案内看板の指示に従ってく
ださい。排雪場所付近は道路が狭いため、車で通行する
際は十分に注意してください。
利用は日の出から日没まで
　排雪場所は照明がありませんので、暗くなってからの
利用は危険です。日の出から日没までの、明るい時間帯
にご利用ください。

　雪などでぬれず、汗をかきすぎない動きやすい
服装で作業しましょう。

安全な服装で

　道具に不備があると、効率が落ちるばかりでな
く、無理な作業につながります。小回りが利き、
軽くて雪が付きにくい道具を使用しましょう。

道具は使いやすいものを

　上の方から順に雪下ろしを行い、常に足場を確
認しながら作業しましょう。雪止めより下に足場
を作らないようにしましょう。

常に足場を確認して

　作業は必ず２人以上で行い、万一に備えて携帯
電話を携帯しましょう。作業の前には、家族や近
所の方に声掛けをしましょう。

必ず２人以上で

　１階の屋根から転落し死亡する場合もあります。
命綱・安全帯は必ず装着しましょう。

命綱・安全帯は必須

　降ってすぐの新雪や、気温が高い日などは、雪
が緩んでいる恐れがあるため注意しましょう。

雪の緩みに注意を

　75度を目安にはしごの足元と先端をしっかり固
定し、転倒などが起こらないようにしましょう。

はしごは固定して

　建物や樹木の近くを通行する際は、屋根等
からの落雪に注意し、なるべく建物から離れ
た所を通行するようにしましょう。

屋根等からの落雪に注意

ヘルメット
（顎ひもを締める）

安全帯
(幅広で締まら

ないもの）

ゴム長靴
（滑りにくいもの）

命綱
（滑りにくく、緩み

にくいもの）

防寒性の
ゴム手袋

動きやすい服装
（厚着しない）

事故の予防は服装から

安全な服装・装備の例

　雪下ろし ８ つのポイント
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

民
生
委
員
・
児
童
委
員
～
福
祉
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
～

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
11
月
29
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
佐
藤
市
長
か
ら
厚
生

労
働
大
臣
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の

方
々
の
相
談
相
手
や
福
祉
機
関
と
の
橋

渡
し
役
な
ど
を
担
い
、
任
期
は
３
年
。

社
会
福
祉
活
動
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、

地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
方
な
ど
の

観
点
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
、

本
年
11
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
次
の

方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
寒
河
江
地
区
】
佐
藤
と
み
子
、
大
狭
間

主任児童委員
氏　名 電話番号 担当地区

牧野　育美 86-2965
寒河江地区鈴木多鶴子 84-2980

阿部　栄子 86-6762
小山三枝子 86-2170 東部地区土田　久子 84-3397
大熊　幸夫 84-4570 柴橋地区後藤　正美 86-3596
工藤　幸子 87-3822 中部地区奥平　暁俊 87-4651
大沼真理子 87-1505 白岩地区佐藤　暁美 87-3789

民生委員・児童委員
地区 氏　名 電話番号 担当町会等

寒
河
江
地
区

小畑　　薫 84-3866 洲崎、六供町１～３
佐藤　祐一 86-2922 ３、４、西寒河江
木村　二男 86-3002 仲田、県営住宅、陵南アパート
渋谷啓一郎 86-9507 緑町１～４
太田美津子 86-3599 ５、６、８、上町
佐藤　　哲 86-8761 陵南町１・２
佐藤　和恵 86-6490 舟橋２、舟橋南
大場　明彦 86-6061 舟橋東、舟橋西、舟橋中
鈴木　光義 86-7254 陵南町３
荒木　秀子 090-7079-4287 元町１～３・７
荒木　裕子 090-2795-5489 元町４～６
清水　章文 86-2941 元町８～10
花山　美穂 85-3733 美原町１・２
田中　修子 83-3213 若葉町２・３
髙橋　忠一 86-5305 栄町２
阿部　和義 86-7995 みずき
荒木　　仁 090-2791-0588 本楯１・２、高田新町、高田団地
白田　　昭 84-2178 横町、新町、新町１
佐藤　玲子 84-3549 山岸、石持、石持２
安孫子　誠 86-5836 八幡町、長岡町、山岸南
菊地　和子 090-5593-2976 丑町１・２、駅前２、若葉町１
牧野　　淳 84-3649 20、21、西の町、丸内

明石美智子 86-7146 駅前１、十日市場、道場小路、
25の甲、27

安孫子和広 86-6518 幸町、桜小路、新宿
軽部　賢悦 86-3812 南町、東内楯、中内楯、南内楯
遠藤　啓一 84-3347 矢の目、七日町、34、35、ほなみ
長岡　悟司 080-7839-7410 越井坂１・２、新山
渡辺　弓子 84-3137 東新山
佐藤恵美子 86-7120 越井坂３、日の出町
那須　吉雄 86-7397 末広町１～４
大隅　敏勝 86-6444 中央１・３
長谷川明美 86-1400 中央２・４・５
冨樫　清美 86-5484 高屋１・２の１
芦野寿美子 84-2782 高屋３・４
逸見　寿行 86-3399 西浦１・２
沖津　惠子 86-5778 島１・２
安孫子仁志 86-2063 泉町、南新町
宇井　裕子 86-0323 島５、高屋２の２
髙橋　絹子 86-9335 曙町、寿町
須藤庄一郎 86-7985 皿沼１～３

東
部
地
区

小山ちと江 84-0203 東町、君田町、住吉町
安藤久美子 78-1072 十二小路、仲
齋藤　　豊 84-4305 北、石川
芳賀　幸子 84-5161 下河原上、下河原下
斎藤　智子 86-6903 宝西、宝東
佐藤ひろ子 86-5080 高貝、ひがし団地
高橋　恵子 86-2520 城之内、高田
小林　弘子 86-6578 馬寄、田中
土田　　収 86-2551 下河原
安達　正博 84-5059 中河原
大泉　祥子 84-2590 上河原、道生、いずみ
秋場　修一 86-7373 雲河原、入倉

柴
橋
地
区

今野　広美 86-7517 柴橋１・２
澁谷　幸子 86-0422 柴橋３～５
佐藤　正憲 86-5453 松川西、松川東、木の沢
柏倉　和彦 86-3822 金谷１～３
渋谷　昭儀 86-0588 金谷４・５、長生園
井上　　康 84-2767 落衣１、落衣南町、内の袋
秋山和喜江 62-3704 中郷１～４
逸見　順一 84-2449 中郷５～８
大江澄美子 84-2594 平塩１～４
奥山　正則 86-3440 平塩５～８

啓
、
佐
藤
宣
子
、
伊
藤
ケ
イ
子
、
大
波

な
な
子
、
佐
藤
浩
之
、
安
孫
子
良
子
、

柴
橋
亘
、
仁
藤
朗
子
、
軽
部
悦
子
、
山

田
順
子
、
渡
邉
良
子
、
鶴
谷
照
美
、
奥

山
勘
一
、
佐
藤
富
士
夫
、
遠
田
榮
子
、

佐
藤
律
子
、
鈴
木
洋
子
、
宮
川
綾
子
、

大
泉
則
昭
、【
東
部
地
区
】
小
野
郁
子
、

黒
田
忠
司
、
犬
飼
一
好
、
久
保
田
光
子
、

大
江
芳
信
、
渡
邉
豊
、
船
田
茂
幸
、【
柴

橋
地
区
】
大
泉
高
夫
、
菅
野
徳
太
郎
、

大
泉
奈
美
子
、【
中
部
地
区
】
加
藤
善
雄
、

國
井
菊
子
、
鈴
木
い
ち
子
、
阿
部
礼
子
、

【
白
岩
地
区
】
中
村
和
子
、
菖
蒲
勇
、
郷

野
永
子
、
佐
藤
勝
則
、
鈴
木
洋
子

�

［
敬
称
略
］

民生委員・児童委員
地区 氏　名 電話番号 担当町会等

中
部
地
区

髙橋　政美 87-3440 米沢
竹田　　茂 87-4451 高松
大沼　喜一 87-2620 鹿島、下八鍬
武田美恵子 87-4826 上八鍬、臥龍橋
木村　信一 87-5590 谷沢
伊藤　克博 87-4253 新田
沖田　政明 87-3972 中宿、下宿、上宿、箕輪
旭　　幸一 87-4441 桜橋、田沢、橋本、下道
佐藤　一行 87-4728 東上宿、鬼越、南坂、新御堂

白
岩
地
区

東海林芙美子 87-1281 陣ケ峯、新町
鈴木　正俊 87-3591 中町、上町
鈴木　文夫 87-4397 麓、しらいわ
渡邊　正則 87-2931 楯、留場
兼子　健司 87-2926 上野、宮内
菊地眞知子 87-4105 幸生
佐藤　秀光 090-9534-3307 田代、畑

子育て知っ得情報
その17 子育て世帯生活支援特別給付金

　歯科金属アレルギーの症状は、頻繁に口内炎がで
きる、舌が痛む、唇が腫れるなど口の周りに多く現
れます。手のひらや足の裏に湿疹が出ることもあり
ます。まずは検査をして、どんな金属にアレルギー
反応があるのか特定します。アレルギーを起こしや
すい金属の代表的なものは、ニッケル、コバルト、
水銀、クロムです。逆にアレルギーを起こしにくい
のは、金、プラチナです。治療では、原因となって
いる金属を完全に除去し、仮の歯や詰め物をして症
状が改善するか観察します。その後、金属を含まな
いセラミックやプラスチックなどの製品を使った治
療をします。今はアレルギー反応が起きていない人
でも、今後起こる可能性があります。金属を除去し
たからといって、すぐには症状が改善しないため、
数カ月程度、経過観察が必要です。気になる方はご
相談ください。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝口の中の金属が湿疹の原因に ＝
　虫歯の治療で使われる銀歯等の金属
が口の中にあることで、顔や全身にア
レルギー症状が起こることを歯科金属
アレルギーといいます。金属を入れて
数年後に発症するケースもあります。

歯っ！とする歯のおはなし�

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

新型コロナウイルスの影
響で生活が苦しい場合、
何か支援はあるのかな？

低所得の子育て世帯を支
援する給付金があるから、
まずは相談してみよう！

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　皆さん、こんにちは。ＡＬＴのコリンです。日増しに寒くなっていきますね。
皆さんが、暖かく元気で過ごせるのを祈っております。今回は、私が日本に興
味を持つきっかけとなった、日本のすてきな文化を紹介します。その文化は、
文楽です。人形浄瑠璃とも言い、詞章の語りと三味線の伴奏とともに、人形を

使った劇が行われます。初めは動画で見ました。人形を動かし
て、これだけの感情を表すことができることに、とても感動し
ました。その後、実際に、東京の国立劇場で見ることができま
した。直接見ると、さらに素晴らしかったです。文楽のような
伝統的な芸術は、私の国にはあまりないので、好きになりまし
た。皆さんも、機会があれば、ぜひ文楽を見てみてください。

ティッパー・コリン
(陵南学区で英語指導、アメリカ合衆国ワシントン州出身・27歳）
寒い季節といえば、鍋ですね。おいしい料理とお酒で、元気をチャージ！

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

　子育て世帯生活支援特別給付金は、新型コロナウ
イルスの影響が長期化する中で、生活が大変な子育
て世帯を支援するものです。対象世帯のお子さん１
人に付き５万円を支給します。
　申請が必要なのは、新型コロナウイルスの影響に
より令和４年中の年間収入見込み額が支給基準額以
下まで減少する子育て世帯と、お子さんが高校生の
みで令和４年度の住民税均等割が非課税の世帯です。
本年度、まだ申請していない場合は、令和５年２月
28日㈫までに申請してください。
　令和４年４月分の児童扶養手当を受給したひとり
親世帯と、児童手当または特別児童扶養手当を受給
していて令和４年度の住民税均等割が非課税の世帯
も支給対象ですが、申請不要で随時支給しています。
　該当するか分からない場合など、まずは市子育て
推進課にご相談ください。
●問合せ／子育て推進課家庭支援係☎85-0617へ。

11 2022.12.5　市報さがえ 102022.12.5　市報さがえ

民生委員・児童委員が委嘱されました



主な事業の執行状況
区　　分 事 業 名 事 業 費 支出済額 支出済率

土　　　木 市道新設・改良 6億 420万円 1億6563万円 27.4％
側溝・舗装整備 2億4120万円 4042万円 16.8％

農　　　林 農　業　振　興 9316万円 2464万円 26.4％
教　　　育 学校給食事業 3億9788万円 1億5261万円 38.4％

福　　　祉 児　童　福　祉 36億8652万円 15億 806万円 40.9％
老　人　福　祉 15億3439万円 6億9443万円 45.3％

医療・介護
国民健康保険給付費 29億 774万円 12億5238万円 43.1％
介護保険給付費 42億6366万円 16億6438万円 39.0％

後期高齢者医療療養給付費負担金 5億7143万円 2億3947万円 41.9％

一　般　会　計
歳　出歳　入

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、収
入済額と予算現額に対する収入済額の割合です。

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、支
出済額と予算現額に対する支出済額の割合です。

 65億9448万円
( 22億2305万円 33.7%)

 18億9430万円
(  7億4317万円 39.2%)

 15億7411万円
(  7億8254万円 49.7%)

 24億6043万円
( 10億9534万円 44.5%)

(  8億9745万円 34.6%)
 25億9531万円

 19億3407万円
( 11億9147万円 61.6%)

 68億5516万円
( 27億9299万円 40.7%)

  8億9727万円

(  2億9716万円 45.6%)
  6億5196万円

(  1億9567万円 21.8%)

3224万円
(      153万円  4.7%)

  2億3499万円
(  1億 580万円 45.0%)

総務費[25.7%]

教育費[7.4%]

公債費[6.1%]

衛生費[9.6%]

商工費[7.5%]

民生費[26.6%]

消防費[2.5%]
農林水産業費[3.5%]

その他[0.9%]
災害復旧費[0.1%]

 
市税[19.9%]

51億 756万円
(28億7909万円 56.4%)

諸収入・その他[18.7%]  
48億1773万円

( 6億8139万円 14.1%)

寄附金[10.9%]

28億円  
(14億9543万円 53.4%)

国庫支出金[13.8%]

35億4754万円
( 4億5017万円 12.7%)

 

各種交付金等[4.8%]
12億4242万円
( 6億9124万円 55.6%)

県支出金[7.2%]

18億5247万円
( 2億1153万円 11.4%)

地方交付税[17.3%]
44億5000万円
(31億 115万円 69.7%)

市債[7.4%]

19億 660万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
49
・
５
％

依
存
財
源
50
・
５
％

土木費[10.1%]

区　　分 収入予算現額 収入済額 収入済率 支出予算現額 支出済額 支出済率

水道事業 収益的 10億9397万円 5億 959万円 46.6％ 10億3357万円 2億1967万円 21.3％ 
資本的 1億5568万円 364万円 2.3％ 7億1140万円 1億3087万円 18.4％ 

下水道事業 収益的 15億 265万円 6億8577万円 45.6％ 14億4869万円 1億9782万円 13.7％ 
資本的 6億3652万円 9198万円 14.5％ 11億5982万円 3億5423万円 30.5％ 

病院事業 収益的 20億1380万円 10億1055万円 50.2％ 20億1380万円 7億7386万円 38.4％ 
資本的 1億2540万円 4540万円 36.2％ 1億7110万円 5175万円 30.2％ 

合　　計 55億2802万円 23億4693万円 42.5％ 65億3838万円 17億2820万円 26.4％ 

企　業　会　計

257億2432万円
（95億1000万円 37.0％）

257億2432万円
（103億2617万円 40.1％）

市
の
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状
況
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 65億9448万円
( 22億2305万円 33.7%)

 18億9430万円
(  7億4317万円 39.2%)

 15億7411万円
(  7億8254万円 49.7%)

 24億6043万円
( 10億9534万円 44.5%)

(  8億9745万円 34.6%)
 25億9531万円

 19億3407万円
( 11億9147万円 61.6%)

 68億5516万円
( 27億9299万円 40.7%)

  8億9727万円

(  2億9716万円 45.6%)
  6億5196万円

(  1億9567万円 21.8%)

3224万円
(      153万円  4.7%)

  2億3499万円
(  1億 580万円 45.0%)

総務費[25.7%]

教育費[7.4%]

公債費[6.1%]

衛生費[9.6%]

商工費[7.5%]

民生費[26.6%]

消防費[2.5%]
農林水産業費[3.5%]

その他[0.9%]
災害復旧費[0.1%]

 
市税[19.9%]

51億 756万円
(28億7909万円 56.4%)

諸収入・その他[18.7%]  
48億1773万円

( 6億8139万円 14.1%)

寄附金[10.9%]

28億円  
(14億9543万円 53.4%)

国庫支出金[13.8%]

35億4754万円
( 4億5017万円 12.7%)

 

各種交付金等[4.8%]
12億4242万円
( 6億9124万円 55.6%)

県支出金[7.2%]

18億5247万円
( 2億1153万円 11.4%)

地方交付税[17.3%]
44億5000万円
(31億 115万円 69.7%)

市債[7.4%]

19億 660万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
49
・
５
％

依
存
財
源
50
・
５
％

土木費[10.1%]

市税の収入状況 
区　　分 予算現額 収入済額 収入済率

普通税

市 民 税 20億 994万円 9億4323万円 46.9％ 
固定資産税 23億1852万円 14億1241万円 60.9％ 
軽自動車税 1億5874万円 1億5348万円 96.7％ 
た ば こ 税 2億5159万円 1億4605万円 58.1％ 

目的税 入 湯 税 763万円 398万円 52.2％ 
都市計画税 3億6114万円 2億1994万円 60.9％ 

合　　計 51億 756万円 28億7909万円 56.4％ 

市債等の現在高
区　　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 151億8410万円 0円

水 道 事 業 11億3307万円 0円

下水道事業 85億1599万円 0円

病 院 事 業 2億8940万円 0円

合 計 251億2256万円 0円

市の財産
区　　分 状　　況

土 地 144万　　　9㎡
建 物 15万5993㎡
自 動 車

(リース車両、水道、病院を除く) 86台

有価証券等 4億9898万円
積 立 金 78億9196万円

温泉権(２カ所) 8000万円
重 要 備 品 473個

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率 支出済額 支出済率
国民健康保険 39億6789万円 17億 564万円 43.0％ 17億6268万円 44.4％ 
後期高齢者医療 5億5878万円 1億9123万円 34.2％ 1億9498万円 34.9％ 
介　護　保　険 47億6601万円 23億8396万円 50.0％ 17億8074万円 37.4％ 

介護認定審査会共同設置 2409万円 1568万円 65.1％ 851万円 35.3％ 
財　　産　　区

(高松、醍醐、三泉、幸生) 290万円 140万円 48.3％ 72万円 24.8％ 

合　　　　　計 93億1967万円 42億9791万円 46.1％ 37億4763万円 40.2％ 

特　別　会　計

諸収入・
その他 繰越金、分担金、使用料等

地 方
交付税

地方公共団体の財源を保障するため国
税の中から交付されたお金

国 庫
支出金 市の事業に対して国から交付されたお金

市　債 国や金融機関等から借り入れたお金

県支出金 市の事業に対して県から交付されたお金

各種交
付金等

消費税を財源とした交付金や自動車重
量税を財源とした地方譲与税等

民生費 高齢者や障がい者、児童等の福祉費用
総務費 徴税や選挙、事務管理等の費用
土木費 道路や河川、公園等の費用
衛生費 保健衛生やごみ処理等の費用
商工費 商工業や観光振興等の費用
教育費 小中学校や社会教育等の費用
公債費 国や金融機関等からの借入金の返済費用
農林水
産業費 農業振興等の費用

消防費 消防や救急活動等の費用
その他 議会等の費用
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

ラ・フランス贈呈式

　10月27日、さがえ西村山農産物安全・安心対策推進会
議から、市内の小学校へラ・フランスが贈呈されました。

スポーツレクリエーション祭

　10月10日、スポーツレクリエーション祭が開催され、
ラージボール卓球など６種類のスポーツが行われました。

チェリーナさがえ来場者30万人達成

　10月18日、チェリーナさがえの来場者が30万人に達し、
セレモニーが行われました。

さがえ少年少女発明クラブ発足

　10月１日、制作活動を通じて発明工夫の楽しさを学ぶ、
さがえ少年少女発明クラブの発足式が行われました。

スケートボードワークショップ

　10月23日、子どもたちが、絵を描いたりステッカーを
貼ったりして、自分だけのスケートボードを作りました。

葉山登山

　10月８日、葉山登山が行われ、参加者は紅葉や澄んだ
青空の美しい景色を楽しみました。

市総合文化祭

　11月１日～10日、市内の団体による書画などの作品展
示と、合唱や民俗芸能の合同発表が行われました。

柳家東三楼　さがえ寄席

　11月７日、落語家の柳家東三楼さんによる寄席が開か
れ、市内の小中学生らが落語の文化に触れました。

１日だけのハロウィンランド

　10月30日、ハロウィンイベントとしてさがえちぇり～
マルシェが開催され、仮装した来場者で賑わいました。

慈恩寺マルシェ

　10月15日・16日、慈恩寺マルシェが初開催され、参加
者は雑貨の手作り体験などを楽しみました。

能舞音楽劇「義経記」上演

　10月１日、三味線演奏者・上妻宏光さん、能楽師・山井綱雄さん、ミ
ュージシャン・デーモン閣下さんによる、能舞音楽劇が上演されました。

1415 2022.12.5　市報さがえ2022.12.5　市報さがえ ＳＡＧＡＥ　　　　ＰＨＯＴＯ　ＳＴＵＤＩＯ

さがえフォトスタジオ
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し
た
。
豊
吉
は
冨
蔵

の
家
族
と
し
て
同
行
し
よ
う
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
。

　
冨
蔵
は
屯
田
兵
に
合
格
。
輸
送

船
「
東
都
丸
」
に
敦
賀
か
ら
乗
船

し
湧
別
沖
に
到
着
。
湧
別
村
に
転

籍
し
た
。

　
冨
蔵
の
入
植
し
た
常
呂
（
と
こ

ろ
）・
湧
別
地
区
は
明
治
30
年
～
31

年
に
計
画
さ
れ
た
入
植
地
で
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
の
上
陸
拠
点
と

し
て
重
要
な
地
区
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
屯
田
兵
制
度
の
最
後
の
時

期
に
あ
た
る
。
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
、
農
業
に
適
し
た
農
作
物

を
開
発
す
る
ま
で
は
、
大
変
な
苦

労
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
明
治
45
年
実
家
に
届
い
た
冒
頭

の
は
が
き
に
は
「
み
ん
な
元
気
で

す
。
今
年
も
平
鍬
（
ひ
ら
く
わ
）

３
丁
と
子
供
た
ち
に
串
柿
少
々
願

い
ま
す
」
と
あ
る
。

　
先
祖
冨
蔵
が
屯
田
兵
と
し
て
北

海
道
に
渡
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知

り
、
忠
雄
さ
ん
は
早
速
北
海
道
の

大
泉
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

日
和
田
か
ら
行
っ
た
屯
田
兵

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　１２／１７㈯午後２時～２時３０分
ムーミンママクラブ　１２／２５㈰午前１１時～１１時４０分
図書館ボランティアチェリー

毎週火曜日午前１０時～１１時３０分（休館日を除く）

おはなし室

読書感想画展　　　　　　　　　　 １２／６㈫まで
いけばなサークル池坊いけばな展  １２／１１㈰まで
らっふる作品展　　　　　　　　　　１２／１３㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
新年にむけて　　　　　　 　　　 １２／２５㈰まで
笑“本”来福　　　　　　　　　　　１／４㈬から

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

が
12
月
で
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
江
広
元

が
ド
ラ
マ
で
ど
う
描
か
れ
る
か
、

最
後
ま
で
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
は
白
岩

城
主
・
酒
井
忠
重
の
祖
父
で
あ
る

忠
次
と
、
山
形
城
主
で
寒
河
江
も

治
め
た
鳥
居
忠
政
の
父
・
元
忠
が
、

再
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
は
平
安

時
代
に
寒
河
江
を
治
め
た
藤
原
忠

実
の
先
祖
・
道
長
が
登
場
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
子
孫
が
寒
河
江
に
関
係

し
ま
す
。

　
寒
河
江
と
い
う
地
名
の
初
出
か

ら
今
後
の
大
河
ド
ラ
マ
を
ふ
ま
え

て
、
大
江
氏
が
寒
河
江
を
治
め
た

時
代
の
後
ま
で
、
寒
河
江
の
歴
史

を
み
て
い
き
ま
す
。

貴
族
の
日
記
に
載
る
「
寒
河
江
」

　
　
　
　
　
　
　
～
平
安
時
代
～

　
現
在
確
認
で
き
る
も
の
で
寒
河

江
と
い
う
地
名
が
載
る
最
も
古
い

記
録
は
、
天
仁
２(

１
１
０
９)

年
の
日
記
で
す
。
京
の
貴
族
・
藤

原
忠
実(

た
だ
ざ
ね)

が
書
い
た

『
殿
暦(

で
ん
り
ゃ
く)

』
に
、
９

月
に
２
回
、
寒
河
江
の
馬
を
京
で

走
ら
せ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
。
翌
年
に
は
、
寒
河
江
荘(

さ

大泉冨蔵からのはがき

　羽黒山五重塔から鶴岡のスイデン
テラスまで、古今の県内建築物３３件の魅力を、背
景にある地域や個人の物語で紹介するガイドブッ
クです。山形の観光ガイドブックは色々あります
が、建築に焦点を当てたものは他に類を見ません。
　巻頭を飾る「寒河江市役所」を紹介するのは、
監修に当たった西根出身の森岡督行氏。この本を
参考に、県内の建築物を巡ってみませんか。

ひとり歩きの山形建築ガイド
森岡督行・監修

東北芸術工科大学・発行

が
え
の
し
ょ
う)

が
忠
実
の
領
地

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
忠

実
の
領
地
で
あ
る
寒
河
江
荘
か
ら
、

年
貢
と
し
て
出
さ
れ
た
馬
を
走
ら

せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
忠
実
は
藤
原
道
長
の
孫
の
孫
に

当
た
る
藤
原
摂
関
家
の
一
族
で
、

自
身
も
摂
政
・
関
白
を
務
め
ま
し

た
。
忠
実
の
孫
に
は
近
衛
基
実(

も

と
ざ
ね)

や
九
条
兼
実(

か
ね
ざ

ね
）、
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
・
慈
円

が
い
ま
す
。
寒
河
江
荘
は
近
衛
家

に
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
す
。
平

安
時
代
の
寒
河
江
は
、
京
の
貴
族

の
中
で
も
有
力
な
摂
関
家
の
領
地

で
し
た
。

広
元
の
長
男
・
親
広
の
新
史
料

　
　
　
～
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
～

　
大
江
広
元
の
長
男
・
親
広(

ち

か
ひ
ろ)

は
、
鎌
倉
幕
府
で
要
職

に
あ
っ
た
人
で
す
。
広
元
と
同
じ

�
寒河江市美術館

地区公民館活動写真展
　市内４地区公民館の活動写真展を開催します。
　本年度も、感染症対策を行った上で各種講座や公民
館事業を実施しました。
　コロナ禍においても元気に活動する子どもたちや参
加者の様子を、ぜひご覧ください。
●�日程／12月９日㈮～令和５年１月３日㈫の午前10時
～午後7時

●�休館日／12
月14日㈬、
令和５年1
月1日㈰

●�問合せ／市
文化センター
☎86-5111へ。

政
所
別
当
や
、
朝
廷
・
幕
府
間
の

連
絡
や
京
の
警
固
を
担
当
す
る
京

都
守
護
の
役
割
に
あ
り
ま
し
た
。

承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
上
皇
側
に
付

い
た
た
め
敗
軍
の
将
と
な
り
、
関

寺(

せ
き
で
ら
。
現
・
滋
賀
県
大

津
市
の
大
津
駅
付
近)

で
行
方
不

明
と
な
り
ま
す
。
鎌
倉
幕
府
の
歴

史
書
『
吾
妻
鏡
（
あ
ず
ま
か
が
み
）』

の
親
広
に
関
す
る
記
述
は
こ
こ
で

な
く
な
り
ま
す
。

　
親
広
の
そ
の
後
は
、
寒
河
江
荘

に
逃
れ
て
吉
川(

現
・
西
川
町)

に
隠
れ
住
み
、
仁
治
２(

１
２
４

１)

年
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
近
年
、
安
貞
元(

１

２
２
７)

年
６
月
15
日
に
尾
張
国

(

現
・
愛
知
県)

で
亡
く
な
っ
た
、

と
い
う
史
料
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
親
広
か
ら
数
え
て
５
代
目
に
あ

た
る
元
顕(

も
と
あ
き)

は
、
鎌

倉
を
離
れ
て
寒
河
江
を
直
接
治
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
約

３
０
０
年
に
わ
た
り
、
寒
河
江
は

大
江
氏
が
直
接
治
め
た
地
域
と
な

り
ま
し
た
。

大
江
氏
滅
亡
後
の
寒
河
江

　
　
　
　
　
　
　
～
江
戸
時
代
～

　
寒
河
江
大
江
氏
18
代
当
主
の
高

基(

た
か
も
と)

は
、
山
形
城
主

の
最
上
義
光
に
攻
め
ら
れ
、
天
正

12(

１
５
８
４)

年
６
月
28
日
に

御
館
山(

現
・
大
江
町)

で
自
害

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
寒
河

江
大
江
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。
そ
の

後
、
寒
河
江
は
最
上
氏
の
支
配
下

に
入
り
、
寒
河
江
城
主
に
は
義
光

の
息
子
や
最
上
家
の
家
臣
が
就
き

ま
し
た
。

　
元
和
８(

１
６
２
２)

年
、
最

上
氏
は
江
戸
幕
府
に
領
地
を
没
収

さ
れ
ま
す
。
最
上
氏
の
治
め
て
い

た
地
域
は
、
新
た
な
領
主
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
寒
河
江
は
幕
府
の
領
地
に
な
り
、

山
形
城
主
の
鳥
居
忠
政
が
幕
府
に

代
わ
っ
て
治
め
ま
し
た
。
鳥
居
忠

政
の
父
・
元
忠
は
、
徳
川
家
康
が

幼
少
の
頃
か
ら
家
康
に
従
っ
て
い

た
人
物
で
す
。

　
白
岩
は
酒
井
忠
重
が
治
め
ま
し

た
。
忠
重
の
兄
は
、
庄
内
藩(

現
・

鶴
岡
市
ほ
か)

に
領
地
を
与
え
ら

れ
た
酒
井
忠
勝
で
す
。
忠
勝
と
忠

重
の
祖
父
は
、
家
康
の
叔
父
で
側

近
の
酒
井
忠
次
で
す
。

　
寒
河
江
と
白
岩
が
新
た
な
領
主

に
な
っ
た
後
、
寒
河
江
城
は
鳥
居

忠
政
に
よ
り
元
和
９
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

白
岩
の
酒
井
忠
重
は
領
内
で
一
揆

が
起
こ
り
寛
永
15(

１
６
３
６)

年
、
白
岩
領
主
の
地
位
を
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
白
岩
領
は
幕
府

領
と
な
り
、
現
在
の
寒
河
江
市
域

は
幕
末
ま
で
ほ
ぼ
幕
府
領
と
し
て

存
続
し
ま
し
た
。

寒
河
江
の
基
礎
を
築
い
た
大
江
氏

　
　
　
　
　
　
　
～
今
に
続
く
～

　
大
江
広
元
以
降
寒
河
江
を
治
め

た
大
江
氏
は
、
城
の
構
築
や
用
水

堰
（
ぜ
き
）
の
整
備
、
寺
社
の
保

護
な
ど
数
々
の
功
績
を
残
し
、
本

市
の
基
礎
を
築
い
た
と
評
価
さ
れ

ま
す
。「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
放
送

は
終
わ
り
ま
す
が
、
今
後
も
大
河

ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
人
物
を
通
し

て
、
大
江
氏
や
本
市
の
歴
史
に
関

心
を
持
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

関寺推定地にある宝塔（滋賀県大津市）

寒
河
江
と
大
江
氏
⑪　
～
大
江
氏
の
時
代
と
そ
の
前
後
～

１２日㈪・２６日㈪・２９日㈭～１月３日㈫
※�１２月～２月の閉館時間は、午後６時３０分（日曜・
祝日は午後５時）

�月の休館日

 

娘 

た
だ
つ
ぐ 

酒
井
忠
次 

た
だ
か
つ 

忠
勝(

庄
内
藩
主) 

な
お
つ
ぐ 

直
次(

左
沢
領
主) 

た
だ
し
げ 

忠
重(

白
岩
領
主) 

い
え
つ
ぐ 

家
次 

も
と
た
だ 

鳥
居
元
忠 

た
だ
ま
さ 

忠
政(

山
形
藩
主) 

鳥居氏・酒井氏系図

 
み
ち
な
が 

藤
原
道
長 

よ
り
み
ち 

頼
道 

も
ろ
ざ
ね 

師
実 

も
ろ
み
ち 

師
通 

た
だ
ざ
ね 

忠
実 

た
だ
み
ち 

忠
通 

も
と
ざ
ね 

基
実(

近
衛) 

か
ね
ざ
ね 

兼
実(

九
条) 

じ
え
ん 

慈
円 

藤原摂関家系図
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令
和
５
・
６
年
度

競
争
入
札
参
加
の
申
し
込
み

　
市
の
建
設
工
事
や
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
販
売
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

登
録
の
有
効
期
間
／
令
和
５
年
４
月
１
日

(土)
～
令
和
７
年
３
月
31
日
(月)

●�

受
付
期
間
／
令
和
５
年
１
月
４
日
(水)
～
２

月
17
日
(金)
必
着

●�

提
出
方
法
／
市
財
政
課
へ
郵
送
（
〒
991-

8601

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号
）

●�

問
合
せ
／
市
財
政
課
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
室
☎(

８
５)

１
９
８
１
へ
。

市
立
病
院
職
員
採
用
試
験

(

令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

　
申
し
込
み
に
応
じ
て
、
随
時
、
試
験
を
行

い
ま
す
。

●
試
験
区
分
／
看
護
師
若
干
人
、
薬
剤
師
１
人

●�

受
験
資
格
／
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
要
件
が

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
初
級
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
」

　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

●�

日
時
／
令
和
５
年
１
月
19
日
～
２
月
13
日

の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全
８
回
、
午
前
９

時
～
正
午

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
参
加
費
／
７
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●�

申
込
／
12
月
23
日
(金)
ま
で
市
技
術
振
興
協

会
☎(

８
６)

１
９
９
１
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ　
第
314
・
315
回
公
演

謡
曲
、
ギ
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
12
月
11
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
20
分

■
出
演
／
喜
羽
流
羽
謡
会
、
ギ
タ
ー
ア
リ
オ
ン

ピ
ア
ノ
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
12
月
18
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
50
分

■�

出
演
／
田
中
英
司
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
す
ぎ

な
、
姫
さ
ゆ
り
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
定
員
／
各
80
人

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

い
ぬ
ま
る
ぜ
の
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
展

　
本
市
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
イ
ラ
ス
ト
等

も
手
掛
け
る
い
ぬ
ま
る
ぜ
の
さ
ん
の
作
品
展

示
。
山
形
交
響
楽
団
の
演
奏
も
楽
し
め
ま
す
。

●�

日
時
／[

展
示
］
12
月
１
日
(木)
～
令
和
５
年

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
立
病
院
に
設

置
す
る
受
験
案
内
ま
た
は
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
試
験
会
場
／
市
立
病
院

●�

試
験
種
目
／
作
文
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

職
場
適
応
性
検
査
、
人
物
試
験
（
個
別
面

接)

、
看
護
師
適
性
検
査
（
看
護
師
の
み
）

●�

受
験
申
込
／
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

令
和
５
年
１
月
31
日
(火)
ま
で
市
立
病
院
事

務
室
へ
郵
送
（
〒
991-

8508
寒
河
江
市
大
字
寒

河
江
字
塩
水
80
番
地)

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

申
込
用
紙
は
市
立
病
院
で
交
付
す
る
他
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
病
院
☎(

８
６)

２
１
０
１
へ
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

男
性
育
休
セ
ミ
ナ
ー

　
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
重
要
性
や
、

育
児
休
業
中
の
パ
パ
の
役
割
な
ど
を
学
び
ま

す
。
２
会
場
で
同
時
開
催
し
、
寒
河
江
会
場

は
主
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

ご
夫
婦
や
、
男
性
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
学

び
た
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
17
日
(土)
午
前
10
時
～
正
午

●�

会
場
／[

主
会
場
］
山
形
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
、[

寒
河
江
会
場
］
市
技
術
交
流

プ
ラ
ザ 

●�

定
員
／
主
会
場
70
人
、
寒
河
江
会
場
20
人

●�

内
容
／
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
寒
河

江
会
場
は
講
演
の
み
）

●�

申
込
／
12
月
15
日
(木)
ま
で
、
主
会
場
は
山

形
放
送
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
☎
０
２

３(

６
６
４)

０
１
９
０
、
寒
河
江
会
場
は

１
月
31
日
(火)
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土･

日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
９
時)

、[

演
奏
］

12
月
22
日
(木)
午
後
７
時
～
、
令
和
５
年
１

月
22
日
(日)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
寒
河
江
の
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
ご
本
人
や
家
族
等
で
悩
み
を
共

有
し
、
成
年
後
見
制
度
等
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
ま

ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
気
軽

に
話
し
合
う
場
で
す
。

●�

日
時
／
令
和
５
年
１
月
14
日
(土)
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

問
合
せ
／
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
山
形

県
支
部
☎
０
２
３(

６
８
７)

０
３
８
７
へ
。

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

サ
ガ
エ
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
教
室

●�

日
時
／
令
和
５
年
１
月
28
日
(土)
午
前
９
時

～
11
時

●
会
場
／
フ
ラ
ッ
ト
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
（
山
形
市
）

●�

定
員
／
６
歳
以
上
の
市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
方
、
10
人
お
よ
び
親
子
15
組
。

●�

参
加
費
／
１
５
０
０
円
。
親
子
は
２
名
１

組
で
２
千
円
（
子
ど
も
２
人
目
以
降
は
１

人
に
付
き
５
０
０
円
加
算)

。

●
そ
の
他
／
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
申
込
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係
☎(

８
５)

１

４
１
３
へ
。

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　
健
康
に
関
す
る
講
話
や
、
簡
単
で
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
主
食
作
り
を
行
い
ま
す
。

●�

期
日
／
①
12
月
23
日
(金)
、
②
令
和
５
年
１

月
31
日
(火)

●�

時
間
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●�

会
場
／
①
こ
の
木
交
流
セ
ン
タ
ー
、
②
ハ

ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
各
10
人

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

●�

申
込
／
①
12
月
16
日
(金)
ま
で
、
②
令
和
５

年
１
月
24
日
(火)
ま
で
市
健
康
福
祉
課
市
民

健
康
係
☎(

８
５)

０
９
７
３
へ
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
に
は

　
12
月
中
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
12
月
31

日
(土)
を
過
ぎ
る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
市
民
係

　
☎(
８
５)

１
８
５
４
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

プ
ロ
が
教
え
る
寄
せ
植
え
講
座

■
日
時
／
12
月
13
日
(火)
午
前
10
時
30
分
～
正
午

市
民
卓
球
大
会
参
加
者
募
集

●
日
時
／
令
和
５
年
１
月
８
日
(日)
午
前
９
時
～

●
会
場
／
市
民
体
育
館

●�

種
目
／
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
小
学
生
、

中
学
生
、
一
般
、
ラ
ー
ジ
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
使
用
、
50
歳
以
上
）
の
各
部
門

●�

参
加
費
／
小
学
生
２
０
０
円
、
中
学
生
４

０
０
円
、
一
般
・
ラ
ー
ジ
５
０
０
円

●
申
込
／
12
月
16
日
(金)
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

県
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
加
え
、
原
油
・
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
に

よ
り
影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
事
業
継
続
を

支
援
し
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
詳
細
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

県
内
事
業
者
。
①
令
和
４
年
７
月
～
９
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が
、
令
和

元
年
～
令
和
３
年
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同

月
と
比
較
し
て
30
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少

し
た
事
業
者
。
②
令
和
４
年
７
月
～
９
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
仕
入
れ
原
価
等
が
、

令
和
元
年
～
令
和
３
年
の
い
ず
れ
か
の
年

の
同
月
と
比
較
し
て
増
加
し
、
粗
利
益
が

30
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
た
事
業
者
。

●�

給
付
額
／
法
人
10
万
円
、
個
人
事
業
主
５

万
円
（
大
雨
被
災
事
業
者
は
加
算
あ
り
）

●�

申
込
方
法
／
令
和
５
年
１
月
６
日
(金)
ま
で
、

県
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付

お
知

ら
せ

 

■
定
員
／
15
人
（
12
月
10
日
(土)
ま
で
要
申
込
）

■
参
加
費
／
２
８
０
０
円
程
度
（
材
料
費
含
む
）

阿
部
美
枝
・
つ
ま
み
細
工
展

■�

日
時
／
12
月
16
日
(金)
～
令
和
５
年
１
月
15

日
(日)
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
最
終
日

は
午
後
１
時
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

ゆ
め
は
ー
と
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
工
作
等
を
行
い

ま
す
。

■�

日
時
／
12
月
14
日
(水)
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

12
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会
と
親
子
交
通
安
全

教
室

■
日
時
／
12
月
21
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
乳
幼
児
と
保
護
者

●�

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
12
月
17
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●�

内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
骨
と
う
品

等
の
展
示
即
売
会

●�

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(

８
５)

１
４
９
９
へ
。

金
事
務
局
へ
郵
送
（
〒
983-

8799
宮
城
県
仙
台

市
宮
城
野
区
苦
竹
３
の
５
の
１
Ｄ
Ｎ
Ｐ
内)

、

当
日
消
印
有
効
。

●�

問
合
せ
／
県
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０(

０
０
１)

２
８
２
へ
。

児
童
養
護
施
設

寒
河
江
学
園
職
員
募
集

　
選
考
は
、
随
時
行
い
ま
す
。
待
遇
や
勤
務

形
態
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
採
用
区
分
／
調
理
職
員
、
若
干
人

●�

応
募
資
格
／
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
の
免

許
を
有
す
る
方

●�

そ
の
他
／
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

施
設
を
ご
案
内
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
児
童
養
護
施
設
寒
河
江
学
園

　
☎(

８
４)

２
８
５
３
へ
。

山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

哲
学
カ
フ
ェ

　
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
悩
み
や
思
う

こ
と
を
自
由
に
語
り
合
う
場
で
す
。
今
回
は

年
の
瀬
に
思
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
が

ど
ん
な
年
だ
っ
た
か
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
時
／
12
月
14
日
(水)
午
後
２
時
～
４
時

●�

会
場
／
山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
）

●
定
員
／
８
人
程
度

●�

申
込
／
山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３(

６
４
７)

２
２
６
０
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。
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■次号の市報12月20日号は、12月20日㈫に発行します。

　寒河江「小さな親切」の会（大沼一彦会長）様
から金100,000円をいただきました。

ご寄附をいただきました

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／紙オムツ、ポータブルトイレ、テー

ブル、競技用自転車、ぶら下がり健康器、小型
２槽式洗濯機

■譲ります（有償)／机、オイルヒーター
■譲って／背負式動力噴霧器、猫飼養用品

ふれあいゆずりあいコーナー
（11月25日現在）

■�あげます／ランニングバイク、五月人形、通学
かばん（陵南中学校）

■�譲ります（有償)／自転車、ヘルメット、男子学
生服（県立東桜学館）

■譲って／体操着（西根小学校）
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

＝子育てゆずりあいコーナー＝

寒波から水道管を守るために
　気温がマイナス４度以下になると、水道管は凍結破損しやすくなるといわれ、
漏水が発生する場合があります。北側で日が当たらない、風当たりが強い、配管
が防寒対策されずむき出しになっている場合など、特に注意が必要です。空き家
や長期間不在にする場合など、凍結破損してもしばらく気付かず、多額の水道料
金が請求される場合もあります。
　大切な給水装置を守るため、本格的な冬の前に屋外の水道管や水道メーターの
防寒対策と水抜き栓の点検等を忘れずに行ってください。

●問合せ／市上下水道課経営企画係☎86-8511へ。

12月の行事予定
5 ㈪

6 ㈫ こころの健康教室／プレパパママサロン

7 ㈬ ゆめはーと寒河江「ヘルスメイトの食育教室｣／１
歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

8 ㈭ 健康相談／市民浴場休場日

9 ㈮ 慈恩寺絵画コンクール作品展（～１月３日）

10 ㈯ ゼロカーボンシティさがえオンラインセミナー

11 ㈰ 休日当番医（豊岡整形外科)／証明書交付窓口開庁
(午前）

12 ㈪ さがえ健康づくり教室／市立図書館休館日

13 ㈫ こころの健康相談／助産師個別授乳相談／市ドッ
ク／南部・柴橋・西部地区公民館休場日

14 ㈬ ゆめはーと寒河江「ゆめはーとのクリスマス｣／９
カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

15 ㈭ 一般相談・登記相談・行政相談／健康相談

16 ㈮ さがえマッチング交流会／法律相談／２歳６カ月
児ピカピカ歯科検診

17 ㈯

18 ㈰ 休日当番医（にとう小児科医院)／証明書交付窓口
開庁（午前)／ハートフルセンター休館日

19 ㈪ 市ドック

20 ㈫ 不登校・ひきこもり相談／離乳食後期教室

21 ㈬ ゆめはーと寒河江「12月生まれのお誕生会と親子
交通安全教室｣／３・４カ月児健診

22 ㈭ 健康相談／産後おしゃべりサロン／市ドック

23 ㈮ 市長相談／保健師個別育児相談／市ドック／レデ
ィース検診

24 ㈯ やまがた音と光のファンタジア2022イベントデー

25 ㈰ 休日当番医（すまいるレディースクリニック)／証
明書交付窓口開庁（午前)

26 ㈪
市県民税（４期)、国民健康保険税（６期)、介護
保険料（６期)、後期高齢者医療保険料（６期）納
期限／水道料金・下水道浄化槽使用料（10・11月
分）口座振替日／市ドック／レディース検診／市
立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

27 ㈫ 助産師個別授乳相談／市ドック／中央公民館休館日

28 ㈬ 市ドック／レディース検診／市民体育館、チェリ
ーナさがえ休館日

29 ㈭
休日当番医（小松医院)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

30 ㈮
休日当番医（さとうクリニック)／ハートフルセン
ター、中央公民館、各地区公民館、市立図書館、
市民体育館、チェリーナさがえ休館日

31 ㈯
休日当番医（鬼海小児科)／ハートフルセンター、
中央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体
育館、チェリーナさがえ休館日

1月の行事予定

1 ㈰
休日当番医（あんどうクリニック)／ハー
トフルセンター、中央公民館、各地区公
民館、市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ、フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

2 ㈪
休日当番医（陵南さとう整形外科)／ハー
トフルセンター、中央公民館、各地区公
民館、市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ休館日

3 ㈫
休日当番医（土田内科医院)／ハートフル
センター、中央公民館、各地区公民館、
市立図書館、市民体育館、チェリーナさ
がえ休館日

4 ㈬
市民新春祝賀会／水道料金・下水道浄化
槽使用料(10・11月分）納期限／法律相
談／市民体育館、チェリーナさがえ休館日

5 ㈭ 健康相談

6 ㈮
7 ㈯ 市ドック

8 ㈰ 休日当番医（平野医院)／証明書交付窓口
開庁（午前)

9 ㈪ 休日当番医（三浦医院）

10 ㈫
こころの健康相談／助産師個別授乳相談／
南部・柴橋・西部地区公民館、市立図書
館休館日

11 ㈬ ゆめはーと寒河江「体重計測の日｣／市ド
ック／３歳６カ月児健診

12 ㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／健康相
談／市ドック／市民浴場休場日

税金の納め忘れはありませんか？
　皆さんから納めていただく税金は、行政サービスやまちづくりに使われる大切な財源です。
市では、財源の確保および税負担の公平性を保つために、市税等の適正な徴収に努めています。
督促状や催告書が届いた方は内容をご確認の上、速やかに納付してください。
◆市税を滞納すると
　納期限を過ぎると督促状が送付され、督促手数料や延滞金が加算されます。その後も連絡や相談のないまま滞
納が続く場合は、催告書が送付されます。さらに滞納が続く場合は、財産を調査の上、差し押さえを行います。
財産の差し押さえは、法律に基づいた行政処分であり、事前の告知や納税者の同意を必要としません。
◆納税の相談
　納付できない特別な事情がある場合は、放置せずにお早めにご相談ください。
●問合せ／市税務課納税係☎85-1741へ。

■水道メーターや屋外の蛇口、水道管の確認と保温
　水道メーターボックスの中に、発泡スチロールやぬれないようビニール袋に入れた布切れ等を詰めておく
と、ボックス内の保温性が高まります。屋外の蛇口や水道管は発泡スチロール製の保温材や保温ヒーター等
を利用した上で、凍結破損がないか常に確認するように心掛けてください。詳しくはお近くの市指定給水装
置工事事業者にご相談ください。

■寒い夜等の凍結防止方法
　屋外の水抜き栓等は「水抜」の方に止まるまで回してから、蛇口を全開にして水を抜いておくと凍結を予
防できます。ただし、水抜き栓は途中で止めたままにすると、多量の水漏れの原因となる場合がありますの
で注意してください。

■凍結して水が出ない場合の対処方法
　露出している水道管や蛇口にタオル等をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を掛けて溶かしてくださ
い。熱湯を直接掛けると破損の原因となりますのでご注意ください。

■水道管が破裂した場合の対処方法
　すぐに水道メーターボックス内のバルブを閉めて水を止め、お近くの市指定給水装置工事事業者に修理を
依頼してください。

■長期間使わないときの水道休止の手続き
　空き家になる場合や農園等でしばらく水道を使わない場合等に、市上下水道課
に水道休止の届け出（電話連絡も可）を行うと止水栓等で休止します。凍結破損
による漏水が防止でき、休止後は水道料金が発生しません。なお、休止した水道
を再使用する場合は、開栓手数料1,000円が必要です。

■公民館・空き家等の定期的な点検
　公民館や空き家等の建物を管理している方は、凍結予防対策を実施の上、蛇口
の閉め忘れや漏水等の異常がないか定期的に点検してください。異常時にすぐに
水道メーターを確認して修繕依頼等ができるよう、水道メーターボックス周りの
除雪を心掛けましょう。

2021 2022.12.5　市報さがえ2022.12.5　市報さがえ



　

　
東
北
最
大
級
で
あ
る
最
上
川
ふ
る

さ
と
総
合
公
園
の
寒
河
江
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
オ

ー
プ
ン
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

11
月
３
日
に
無
料
開
放
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
施
設
は
昨
年
８
月
中
旬
か
ら
改

修
工
事
を
始
め
、
老
朽
化
し
た
滑
走

面
を
補
修
し
た
ほ
か
、
半
球
型
で
反

り
返
っ
た
滑
走
面
の
ク
レ
イ
ド
ル
ボ

ウ
ル
を
新
設
。
併
せ
て
、
階
段
や
手

す
り
な
ど
街
な
か
の
風
景
を
再
現
し

た
、
ス
ト
リ
ー
ト
競
技
用
の
エ
リ
ア

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
選
手
５
人
と
自

転
車
競
技
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｘ
選
手
２
人

に
よ
る
試
走
が
行
わ
れ
、
次
々
に
技

を
決
め
る
と
、
見
学
者
か
ら
は
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　寒河江さくらんぼ大学で、高松と西

川町間沢を結んでいた鉄道・三山線の

跡地を巡りました。廃線後の道路と旧

白岩駅は知っていましたが、敷設への

思いや乗り換えのお話を楽しく聞けま

した。昭和49年の廃線まで、重要な足

として活躍したそうです。(北條幸子)

　圧倒されるような雰囲気のたたずまい。この立派な山門をご存じでしょうか。白岩のお寺にある山門です。白岩にあった城の表門を移築したと伝わるもので、由緒正しいもののようです。広大な山城だった白岩城。寒河江は歴史が息づく街ですね。� (佐藤真由美)
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　10月30日に寒河江駅で開催されたJR左沢線営業所お客様感謝デーに行ってきました！　制服着用で写真撮影ができたり、普段入れないエリアに入り運転台に座れたり、鉄道模型の展示や走行があったりと、子どもだけでなく大人も楽しめました。 � (中島弘人)

　11月３日に寒河江スケートパークで、

リニューアルオープンのイベントが行

われていました。世界大会にも参加し

ている県内選手の試技も行われ、格好

良く技を決めていました。寒河江から

世界へ。地元スケーターらの今後の活

躍が期待されます。� (五十嵐勝)

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市

ホームページ

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。


